
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

２０１３年７月２１日              NO,３６２ 

 

 長寿院の歴史は古く、天台 

宗総本山第三世座主の円仁覚 

大師（えんにんかくだいし） 

によって、１２００年前に井 

土上町に開かれました。 

 寛文１２年（１６７２）に 

真田伊賀守から寺領として百 

間四方を寄進され、現在地に 

移り、大感應山長寿院と改め、現在に至っています。 

 参道の入り口にある地蔵様の台座には弘化４年（１８４７）

とあり、寛延元年（１７４８）の宝筺印塔、嘉永７年（１８５

４）の二十三夜塔、天保４年（１８３３）の地蔵様などが並ん     

でいます。 

 境内には、村上鬼城（むらかみきじ

ょう）、弟子の金子刀水（かねことう

すい）、横山楽水（よこやまらくすい）

の師弟句碑、楠部南崖（くすべなんが

い）の句碑、利根沼田短歌会の初代会

長の戸部素行の句碑、「明治の芭蕉」

と称され、弟子の数が数百人を数えた

といわれている城光同（じょうこうど

う）の句碑などがあります。 
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 白沢町の７地区から大人みこし８台と子どもみこし６

台、まんどう１台が繰り出し１４日、白沢ふるさとま    

つりが望郷の湯でおこ

なわれました。 

 まつりでは、「二荒太

鼓」の演奏に合わせて、

各地区のみこしが競演

し、フラダンスも披露

されました。 

 グリーンベル２１の１階で営業していた、「沼田マルシ

ェ」が１３に日で閉店となりました。 

 グリーンベル２１の約８５％を所有する投資会社か

ら、ビルを管理する「沼田都 

市開発」に対し、管理費の支 

払い義務の不存在の確認を求 

める裁判がおこされています。 

 グリーンベル２１の活性化 

など、対応が急がれます。 

 今度の参議院選挙は、消費税増税、原発再稼働、憲法改定などこれから

の日本の進路を決め、国民のくらしに重大な影響を与える大切な選挙です。 

 選挙の時に候補者、政党を選ぶものさしは、国民にウソをつかない、公

約を守る、ブレない、の３つです。 

 自民党も民主党も公約を破り、消費税の増税やＴＰＰ交渉参加に突きす

すんだり、原発再稼働、憲法を改定しようとしています。 

 日本共産党は、安倍政権の暴走にストップをかけ、国民のくらしを支え

る新しい政治の実現に全力をつくします。 

 ６月定例市議会の一般質問で大東議員は、通学路の安全対策をすすめ、

スクールバスの活用を拡大し、安心して通学できるようにすることを教育    

長に求めました。 

 教育長は、「地域の方や道路管理者と連携を図りなが

ら安全対策をすすめていきたい。防犯パトロール隊や保

護者の協力、生徒の危険回避能力を高めるようにした

い」と答え、スクールバスの利用拡大については、「地

域の方々で構成するスクールバス運行検討委員会の意

見を聞きながら検討したい」と答えました。 


